
幕
末
秋
田
藩
の
家
老
『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
第
四
巻
、
三
月
十
六
日
に
刊
行
。
第
四
巻

は
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
一
月
か
ら
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
六
月
ま
で
。
秋
田
活

（

）

。

版
印
刷
株
式
会
社

電
話
０
１
８
―
８
８
８
―
３
５
０
０

に
て
５
０
０
０
円
で
頒
布

日本銀行金融研究所貨幣博物館によると、米価に換算すると江戸

時代の１両は、現在の４万円に相当するとのことです。

今
月
の
お
す
す
め
資
料

天
保
九
戊
戌
年
十
二
月

義
厚
公
少
将
御
昇
進
ニ
付
惣
御
入
方
取
纒
目
録

（
資
料
番
号

Ａ
Ｈ
３
１
７
―
６
４
）

江
戸
時
代
の
大
名
は
「
佐
竹
右
京
大
夫
」
と
い
う
よ
う
に
、
官
職
名
が
与
え
ら
れ
ま

う
き
ょ
う
（
の
）
だ
い
ぶ

。

「

」

。

し
た

ま
た
官
職
名
の
他
に

従
四
位
下

と
い
う
よ
う
な
位
階
も
与
え
ら
れ
ま
し
た

じ

ゅ

し

い

（

の

）

げ

江
戸
時
代
の
大
名
の
官
職
名
と
位
階
は
、
幕
府
が
朝
廷
に
申
請
し
天
皇
が
授
与
し
ま
し

た
。
要
は
天
皇
を
頂
点
と
し
た
序
列
社
会
を
作
っ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
序
列
を
決
め

る
の
は
将
軍
で
、
こ
こ
に
幕
府
が
大
き
な
権
力
を
持
ち
続
け
た
鍵
が
あ
り
ま
す
。

佐
竹
家
の
場
合
、
初
代
藩
主
義
宣
が
中
将
、
二
代
義
隆
・
三
代
義
処
・
五
代
義
峯
が

よ

し

の

ぶ

よ

し

た

か

よ

し

ず

み

よ

し

み

ね

少
将
に
任
じ
ら
れ
ま
す
が
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
は
お
お
む
ね
右
京
大
夫
ど
ま
り
で
し

た
。
し
か
し
十
代
藩
主
佐
竹
義
厚
（
文
化
九
年
〜
弘
化
三
年
）
は
、
文
政
七
年
（
一
八

よ

し

ひ

ろ

二
四

十
三
歳
の
時
に
従
四
位
下
侍
従
右
京
大
夫
に
叙
任
し
ま
し
た
が

天
保
七
年

一

）

、

（

八
三
六
）
に
幕
府
へ
少
将
任
官
の
内
願
を
提
出
し
昇
進
の
運
動
を
開
始
し
ま
す
。

「
義
厚
公
少
将
御
昇
進
ニ
付
惣
御
入
方
取
纒
目
録
」
を
見
る
と
、
秋
田
藩
は
藩
主
の

昇
進
運
動
に
４
８
４
１
両
余
の
金
を
使
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
更
に
内
訳
ま
で
書

い
て
い
る
か
ら
面
白
い
。

写
真
の
右
の
頁
を
見
て
く
だ
さ
い

「
金
８
３
７
両
３
歩

御
昇
進
御
内
願
ニ
て
向

。

」

。

。

々
御
取
纏
ニ
付
被
進
候
分

と
あ
り
ま
す

こ
れ
は
昇
進
の
事
前
運
動
に
使
っ
た
金
額

最
初
の
２
４
７
両
３
歩
は
松
の
代
金
。
そ
し
て
２
６
０
両
が
そ
の
鉢
代
。
つ
ま
り
合
計

５
０
０
両
の
盆
栽
代
。
恐
ら
く
こ
れ
は
十
一
代
将
軍
で
、
こ
の
時
期
大
御
所
と
し
て
権

勢
を
振
る
っ
た
徳
川
家
斉
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う

次
に
家
斉
の
側
近

中
野
石
翁

。

、

い

え

な

り

せ

き

お

う

に
反
物
代
と
し
て
５
０
両
。
次
に
ま
た
幕
府
要
人
に
５
０
両
…
と
い
っ
た
具
合
。

写
真
の
左
の
頁
に
は
「
同
２
０
４
０
両
２
歩

右
同
断
御
内
願
済
ニ
付
向
々
え
右
同

断
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
少
将
昇
進
決
定
後
の
謝
礼
の
金
額
。
最
初
の
５
０
０
両
は

徳
川
家
斉
へ
献
上
し
た
庭
石
代
。
次
が
中
野
石
翁
へ
三
所
物
（
刀
の
目
貫
・

笄

・
小
柄
）

み

と

こ

ろ

も

の

め

ぬ

き

こ
う
が
い

こ

づ

か

代
と
し
て
３
０
２
両
２
歩
…
と
い
っ
た
具
合
。

こ
の
よ
う
に
大
名
の
昇
進
に
は
莫
大
な
金
が
か
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
れ

に
し
て
も
、
名
目
で
あ
る
と
は
言
え
、
５
０
０
両
の
盆
栽
や
庭
石
っ
て
ど
ん
な
も
の
な

の
で
し
ょ
う
ね
。

（
畑
中
康
博
）
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古
文
書
倶
楽
部

第
２
６
号
で
取
り
上
げ
た

衛

『

』

「

生
課
司
薬
掛
事
務
簿
」
に
記
載
の
あ
る
明
治
十
四

年
の
温
泉
を
紹
介
し
ま
す
。

１
温
度

①
白
湯
六
十
一
度

②
黒
湯
五
十
五
度

２
源
泉

①
白
湯
、
気
泡
あ
り
。
湯
ノ
花
多
し
。

②
黒
湯
、
気
泡
な
し
。
少
し
硫
気
あ
り
。

３
発
見

不
詳
。
た
だ
し
元
和
初
年
（
一
六
一
五
頃
）

に
は
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る

万
治
二
年

一

。

（

六
五
九
）
藩
主
佐
竹
義
隆
が
入
湯
。

明
治
十
四
年
の
温
泉
調
査

第
二
回

（
現
・
仙
北
市
田
沢
湖
田
沢
字
先
達
沢
）

鶴
ノ
湯
温
泉

４
効
能

①
白
湯
、
疥
癬
（
ダ
ニ
に
よ
る
皮
膚
病

・
）

瘡
（
で
き
も
の

・
痰
・
打
撲
・
頭
痛
・
手

）

足
の
疼
痛
。
②
黒
湯
、
腹
痛
・
溜
飲
・
疝
気

・
淋
病
・
虚
弱明

治
十
四
年
段
階
で
効
き

温
泉
の
効
能
は
「

く
れ

目
が
あ
る
」
と
さ
れ
た
も
の
で
す
の
で
、

。

ぐ
れ
も
御
注
意
く
だ
さ
い

（

）

畑
中
康
博

幕
末
の
秋
田
藩
家
老
の
日
記
で
あ
る
『
宇
都
宮
孟
綱

』

。

日
記

に
は
大
名
飛
脚
の
記
事
が
各
所
に
見
ら
れ
ま
す

秋
田
藩
の
場
合
、
江
戸
と
久
保
田
の
間
で
書
状
を
運

ん
だ
飛
脚
に
は
、
御
小
人
と
呼
ば
れ
る
下
級
藩
士
が
就

お

こ

び

と

き
ま
し
た
。
定
例
の
飛
脚
は
、
毎
年
正
月
二
日
の
出
発

便
に
始
ま
り
、
十
二
月
二
十
日
過
ぎ
の
出
発
便
で
終
わ

り
ま
す
。
そ
の
間
毎
月
二
回
以
上
送
ら
れ
ま
し
た
。
通

（
「

」
）
。

常
は
一
人
で
飛
脚
の
任
務
に
就
き
ま
す

一
人
飛
脚

飛
脚
を
た
て
る
日
は
家
老
が
決
め
、
決
定
す
る
と
久

保
田
城
中
や
江
戸
藩
邸
の
各
部
局
（

局

）
に
そ
の
旨

「

」

へ

や

を
伝
え
ま
す
（

脇
触

。
脇
触
を
受
け
た
各
局
で
は
、

「

」
）

わ

き

ぶ

れ

へ

や

飛
脚
に
持
っ
て
行
っ
て
欲
し
い
書
状
を
作
成
し
飛
脚
に

託
し
ま
す
。
飛
脚
が
出
発
す
る
日
は
江
戸
・
久
保
田
共

に
各
局
で
は
通
常
業
務
を
停
止
し
、
飛
脚
に
託
す
書
状

へ

や

の
作
成
に
集
中
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
飛
脚
の
出
発
は

午
後
八
時
〜
十
二
時
頃
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

藩
主
の
病
気
や
火
災
と
い
っ
た
緊
急
に
知
ら
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
各
局
に

へ

や

古
文
書
こ
ぼ
れ
話

秋
田
藩
の
大
名
飛
脚
に
つ
い
て

脇
触
を
せ
ず
（

無
脇
触

、
臨
時
に
飛
脚
を
た
て
ま

「

」
）

わ

き

ぶ

れ

な

し

す
。
こ
う
し
た
臨
時
便
の
飛
脚
は
三
人
で
任
務
に
就
き

ま
す
（

三
人
飛
脚

。

「

」
）

江
戸
〜
久
保
田
間
の
飛
脚
の
所
要
日
数
は
、
季
節
・

天
候
等
に
よ
り
七
日
〜
十
七
日
に
な
り
ま
し
た
。

一
度
決
定
し
た
飛
脚
の
到
着
日
時
の
厳
守
は
言
う
ま

で
も
な
く

『
宇
都
宮
孟
綱
日
記
』
安
政
二
年
八
月
二

、

十
二
日
条
に
は
、
烈
し
い
雨
に
五
時
間
程
出
発
時
間
を

遅
ら
せ
て
欲
し
い
と
願
い
出
た
飛
脚
に
、
宇
都
宮
は
直

ち
に
出
発
す
る
よ
う
指
示
す
る
記
事
が
あ
り
ま
す
。

飛
脚
が
藩
主
の
参
勤
交
代
の
行
列
に
出
会
っ
た
場
合

に
は
ど
う
し
た
か
？
実
は
次
の
作
法
が
あ
り
ま
し
た
。

①
行
列
が
宿
場
の
本
陣
に
滞
在
し
て
い
る
場
合
。

こ
の
場
合
、
飛
脚
が
運
ん
で
い
た
藩
主
あ
て
の
書
状

を
行
列
奉
行
に
渡
し
ま
す
。
藩
主
は
自
分
あ
て
の
書
状

を
見
て
新
た
に
指
示
を
出
す
必
要
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
で

書
状
を
し
た
た
め
飛
脚
に
託
し
ま
す
。
飛
脚
は
新
た
に

渡
さ
れ
た
書
状
や
出
発
時
に
各
局
か
ら
託
さ
れ
た
書
状

へ

や

を
持
っ
て
目
的
地
へ
向
か
い
ま
す
。

②
街
道
を
移
動
す
る
参
勤
の
行
列
に
出
会
っ
た
場
合

こ
の
場
合
、
藩
主
あ
て
の
書
状
を
行
列
奉
行
に
渡
す

の
は
同
じ
で
す
が
、
飛
脚
は
行
列
と
共
に
次
の
宿
場
ま

で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
飛
脚
は
そ
こ

で
新
た
な
書
状
を
受
け
取
り
、
目
的
地
へ
向
か
い
ま
し

た
。
先
行
す
る
行
列
に
後
か
ら
飛
脚
が
追
い
つ
い
た
場

合
に
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
行
列
は
江
戸
行
き
・
飛

脚
は
久
保
田
行
き
と
い
う
よ
う
に
行
き
先
が
反
対
方
向

の
場
合
に
は
、
飛
脚
は
自
分
が
来
た
道
を
戻
る
形
で
行

列
が
滞
在
す
る
宿
場
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

。

（

）

し
た

越
中
正
一
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